
平成３０年度 城陽市公共下水道事業 

 

１ 概  況 

 

（１）   総括事項 

本市の下水道事業は、平成２０年度までに施設整備がほぼ完了しており、普及啓発、維

持管理や久世荒内・寺田塚本地区土地区画整理事業のような新たに発生した需要に対す

る整備が主な事業となっています。 

近年の人口減少、水需要の減少などから下水道使用料は減収傾向が進んでいましたが、

平成３０年度は新市街地における事業所の営業開始などにより、使用料収入が微増しまし

た。また、支払利息が減少したことなどから収益的収支は黒字でした。 

しかし、年間下水道使用料収入の約２倍となる企業債償還金及び支払利息が大きな負

担となっており、約１６億円の資金不足が生じ、非常に厳しい経営状況です。 

 

ア 業務状況 

平成３０年度末における下水道普及率は９９．５％で、前年度と比べて０．１％増加、水

洗化率は９３．２％となり、前年度と比べて０．２％増加しました。 

平成３０年度の建設改良事業では、平成２９年度から繰り越した久世荒内・寺田塚本地

区土地区画整理事業に併せた下水道管路の敷設や寺田深谷地区の下水道管路に対す

る長寿命化対策工事など、所要の事業を実施しました。 

なお、新市街地が処理区域内となったため、処理区域面積は昨年度から約５ｈａ増加し、

９３６ｈａになりました。 

 

イ 収益的収支の状況 

消費税抜きの総収益は２１億１，０１６万７，２９１円となっており、このうち、下水道使用

料収入は１２億５，０２２万２，１６１円で、前年度に比べ９２万１，６４２円の増加となりました。 

また、総費用は１７億８，２８９万２，３１０円となっており、前年度に比べ２１２万１，７６４円、

率にして０．１％の増加とほぼ前年度並みでした。 

この結果、収益的収支の黒字額は３億２，７２７万４，９８１円となりました。この純利益は、

地方公営企業法第３２条第１項の規定に基づく繰越欠損金の補塡に使用し、翌年度へ

繰り越す累積欠損金は３８億２，５１５万６，９２７円となりました。 

 

 

 

 



ウ 資本的収支の状況 

資本的収入では、消費税込みの総額で１４億６，９４４万１，０００円となっており、前年度

に比べ１億９，０３８万４，０００円、率にして１１．５％の減少となりました。 

また、資本的支出では消費税込みで２３億７，７８１万７，１７６円となっており、前年度に

比べ３億４，６１７万６，８９８円、率にして１２．７％の減少となりました。 

資本的収入及び支出はともに減少しました。この主な要因は企業債の借換えが平成２

９年度は３億３，７３０万円だったものが、平成３０年度は１億５，２００万円に減少したことで

す。 

このことにより、資本的収入額が資本的支出額に不足する額は９億８３７万６，１７６円と

なり、当年度消費税及び地方消費税資本的収支調整額１，０２４万３，３３１円及び当年度

分損益勘定留保資金７億４，５９０万２，３６５円で補塡しましたが、１億５，２２３万４８０円の

補塡財源不足となりました。 

一般会計からは、前年度と同額の６億円の繰入金を受けています。 

 



 (2)  経理の状況

　　　平成３０年度中の損益計算書は、次のとおりです。

２　損益計算書

損　失　の　部 　　金　　額（円） 利　益　の　部 　　金　　額（円）

1,415,278,209 1,251,554,161

管 渠 費 14,359,772 下 水 道 使 用 料 1,250,222,161

業 務 費 36,444,887 その他営業収益 1,332,000

総 係 費 69,574,055

流 域 下 水 道 費 425,627,053

減 価 償 却 費 863,366,136  

資 産 減 耗 費 5,906,306

営業外費用 367,436,064 858,350,605
支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費

367,384,414 補 助 金 358,009,000

雑 支 出 51,650 長期前受金戻入益 500,156,254

雑 収 益 185,351

特 別 損 失 178,037 262,525

過年度損益修正損 178,037 過年度損益修正益 197,250

その他特別利益 65,275

当期純利益 327,274,981

合　　　計 2,110,167,291 合　　　計 2,110,167,291

　（注）消費税抜き金額である。

（平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日）
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３　貸借対照表

資　産　の　部 　　金　　額（円） 負債及び資本の部 　　金　　額（円）

27,719,235,031 固 定 負 債 20,181,344,403

有 形 固 定 資 産 27,486,950,280 企 業 債 19,826,621,306

無 形 固 定 資 産 227,794,751 他 会 計 借 入 金 340,000,000

投資その他の資産 4,490,000 引 当 金 14,723,097

576,991,005 流 動 負 債 4,382,470,936

現 金 預 金 455,117,602 企 業 債 1,978,126,954

未 収 金 123,631,479 他 会 計 借 入 金 256,000,000

貸 倒 引 当 金 △ 1,758,076 一 時 借 入 金 1,600,000,000

前 払 金 0 未 払 金 49,868,029

未 払 費 用 494,098,953

引 当 金 4,377,000

繰延収益 7,556,338,116

長 期 前 受 金 12,867,218,009

長期前受金収益化累計額 △ 5,310,879,893

剰　余　金 △ 3,823,927,419

資 本 剰 余 金 1,229,508

欠 損 金 △ 3,825,156,927

合　　　計 28,296,226,036 合　　　計 28,296,226,036

　（注）消費税抜き金額である。

（平成３１年３月３１日）
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